
○ 地域住民が住み慣れた地域で安心して過ごすため医療や介護、介護保険外 
 サービスを含めた様々なサービスを日常生活の場に用意するきっかけに平成 
 ２４年度より実施 
 
○ 利用者の視点に立った柔軟な対応、地域活力の向上に向けた取組、地域包括 
 ケアの実現に向けた取組を目指す。 

 ■インフォーマルな支援を組合せ、地域で支え合う体制のもとに実施 

介護予防・日常生活支援総合事業の取組 
山梨県北杜市 

 人口  約49,000人 

 高齢化率 30.1％ 
 （2012年4月1日現在） 

○運営（８か所） 
  NPO、社協、地区組織、JA、 介護事業所 
○内容 
  交流、会話、趣味、事業所の特性を生か 
  した活動（週１～２回） 
○スタッフは１～２名。他はボランティア。 
○ケアマネジメント 
  北杜市地域包括支援センターが実施 
○地域の人が誰でも気軽に立ち寄れる場所 

○ 内容 
  ・配食＋安否確認（緊急連絡を含む） 
  ・弁当業者等が配食の際、利用者に声かけ 
  ・異常があった時の連絡義務づけ 
  ・弁当業者、ボランティア、NPO等が連携 
   （５か所の事業者が参入） 

通所型予防サービス（ふれあい処北杜） 生活支援サービス 

※地域支え合い体制づくり事業で整備 
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地域支え合い体制づくり事業を活用し「高齢者支え合いサポーター」を養成。 
第５期介護保険事業計画に「総合事業」を位置づけ、支え合いのまちづくりを目指す。 

 ■高齢者支え合いサポーターが活躍する生活支援サービスを創設 

介護予防・日常生活支援総合事業の取組 
岡山県浅口市 

 人口  36,719人 

 高齢化率 30.7％ 
 （2012年4月1日現在） 

○予防サービス 
 （通所型） 
  ・運動器の機能向上教室 
  ・運動教室、お元気教室、なかよし会 
 （訪問型） 
  ・保健師、看護師による訪問 
 
○生活支援サービス 
  ・高齢者給食サービス 
  ・高齢者支え合いサポーターサービス 

○元気な高齢者（※）が要支援、二次予防事業対 
  象者の日常生活支援サービスを提供 
  ※６５歳以上で市のサポーター養成講座受講修了者 

○サポーターには、ポイント制で年間最大５千円 
  の交付金 
○軽微な生活支援サービスを提供 

ゴミ出し、買い物、衣替え、灯油の運搬 等 

１８ 


